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(54)【発明の名称】 液晶表示装置及び画像表示応用機器

(57)【要約】
【課題】  ＴＦＴ液晶パネルにおいて、特定の走査線で
の点滅表示を入力画像データを変更することなく実現す
ること。
【解決手段】  スイッチング素子（ＴＦＴ）１、補助容
量３、水平方向信号線４、垂直方向信号線（ソース線）
５、対向電極６からなる液晶パネル１１おいて、ゲート
ドライバ７から供給される液晶電圧の補償電圧を制御信
号ＦＲを用いた切り替え制御を行うことで、画面の一部
分の画像表示を点滅表示することを可能にする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  画像信号を液晶パネルに表示する液晶表
示装置であって、
画素単位で水平方向及び垂直方向に配置された複数の画
素電極と、
前記複数の画素電極と対向する透明基板面に形成された
対向電極と、
前記画素電極と前記対向電極に挟持された液晶セルと、
前記画素電極に接続された制御出力端、選択走査信号が
入力される第１の制御入力端、画像信号が与えられる第
２の制御入力端を有し、第１～第ｎ走査線及び第１～第
ｍの画素列のマトリクス位置に配置されたｎ×ｍ個のス
イッチング素子と、
第１～第ｎ走査位置の前記スイッチング素子において同
一走査位置の前記ｍ個の第１の制御入力端に夫々接続さ
れたｎ本の走査線、及び第１走査線の前段に設けられた
１本の補助容量駆動用走査線を含む（ｎ＋１）本の水平
方向走査線と、第１～第ｎ走査位置の前記スイッチング
素子において同一垂直位置の前記ｎ個の第２の制御入力
端に夫々接続されたｍ本の画像信号線と、
マトリクス位置（ｉ，ｊ）（１≦ｉ≦ｎ，１≦ｊ≦ｍ）
の画素における前記スイッチング素子の制御出力端、及
び（ｉ－１）走査線との間に形成された補助容量と、
前記複数の走査線に選択走査信号を出力する走査線駆動
回路と、
前記複数の画像信号線に夫々の画素に対応した画像信号
を出力する画像信号駆動回路と、を具備し、
前記走査線駆動回路の選択走査信号として、前記スイッ
チング素子が充分導通する信号レベルを第１の電圧と
し、前記スイッチング素子が遮断する信号レベルを第２
の電圧とし、前記第２の電圧より低い信号レベルを第３
の電圧とし、前記スイッチング素子を遮断し、前記第２
の電圧よりも高い信号レベルを第４の電圧とし、補償電
圧選択信号ＳＶＣにより、前記第３又は第４の電圧を選
択した電圧を補償電圧と呼ぶとき、
入力画像信号を前記液晶パネルに表示する場合、前記画
像信号駆動回路は夫々の画像信号線の画素データに対応
した画像信号を前記画像信号線に出力し、
前記走査線駆動回路が順次走査の選択走査信号Ｖxi（ｉ
は１～ｎの数）を前記走査信号線Ｘi に出力するとき、
当該水平期間ｉの出力期間Ｔa に前記第１の電圧を出力
し、水平期間ｉ＋１、ｉ＋２の出力期間２Ｔc に前記補
償電圧を出力し、水平期間ｉ＋３以降は前記第２の電圧
を出力すると共に、
前記走査線駆動回路が順次走査の選択走査信号Ｖxi-1を
前記走査信号線Ｘi-1に出力するとき、当該水平期間ｉ
－１の出力期間Ｔa に前記第１の電圧を出力し、水平期
間ｉ、ｉ＋１の出力期間２Ｔc に前記補償電圧を出力
し、水平期間ｉ＋２以降は前記第２の電圧を出力し、
１水平期間毎に前記液晶セルの駆動電圧の極性を反転さ
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せるとき、前記補償電圧を前記駆動電圧の極性に応じて
前記第３の電圧又は第４の電圧に切り換えることを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項２】  画像信号を液晶パネルに表示する液晶表
示装置であって、
画素単位で水平方向及び垂直方向に配置された複数の画
素電極と、
前記複数の画素電極と対向する透明基板面に形成された
対向電極と、
前記画素電極と前記対向電極に挟持された液晶セルと、
前記画素電極に接続された制御出力端、選択走査信号が
入力される第１の制御入力端、画像信号が与えられる第
２の制御入力端を有し、第１～第ｎ走査線及び第１～第
ｍの画素列のマトリクス位置に配置されたｎ×ｍ個のス
イッチング素子と、
第１～第ｎ走査位置の前記スイッチング素子において同
一走査位置の前記ｍ個の第１の制御入力端に夫々接続さ
れたｎ本の水平方向走査線と、
前記水平方向走査線と交互の位置に設けられたｎ本の補
助容量駆動用走査線と、
第１～第ｎ走査位置の前記スイッチング素子において同
一垂直位置の前記ｎ個の第２の制御入力端に夫々接続さ
れたｍ本の画像信号線と、
マトリクス位置（ｉ，ｊ）（１≦ｉ≦ｎ，１≦ｊ≦ｍ）
の画素における前記スイッチング素子の制御出力端と前
記第ｉの補助容量駆動用走査線との間に形成された補助
容量と、
前記複数の走査線に選択走査信号を出力する走査線駆動
回路と、
前記複数の画像信号線に夫々の画素に対応した画像信号
を出力する画像信号駆動回路と、を具備し、
前記走査線駆動回路の選択走査信号として、前記スイッ
チング素子が充分導通する信号レベルを第１の電圧と
し、前記スイッチング素子が遮断する信号レベルを第２
の電圧とし、前記第２の電圧より低い信号レベルを第３
の電圧とし、前記スイッチング素子を遮断し、前記第２
の電圧よりも高い信号レベルを第４の電圧とし、補償電
圧選択信号ＳＶＣにより、前記第３又は第４の電圧を選
択した電圧を補償電圧と呼ぶとき、
入力画像信号を前記液晶パネルに表示する場合、前記画
像信号駆動回路は夫々の画像信号線の画素データに対応
した画像信号を前記画像信号線に出力し、
前記走査線駆動回路が順次走査の選択走査信号Ｖxi（ｉ
は１～ｎの数）を前記走査信号線Ｘi に出力するとき、
当該水平期間ｉの出力期間Ｔa に前記第１の電圧を出力
し、水平期間ｉ＋１、ｉ＋２の出力期間２Ｔc に前記補
償電圧を出力し、水平期間ｉ＋３以降は前記第２の電圧
を出力すると共に、
前記走査線駆動回路が順次走査の選択走査信号Ｖxi-1を
前記走査信号線Ｘi-1に出力するとき、当該水平期間ｉ
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－１の出力期間Ｔa に前記第１の電圧を出力し、水平期
間ｉ、ｉ＋１の出力期間２Ｔc に前記補償電圧を出力
し、水平期間ｉ＋２以降は前記第２の電圧を出力し、
１水平期間毎に前記液晶セルの駆動電圧の極性を反転さ
せるとき、前記補償電圧を前記駆動電圧の極性に応じて
前記第３の電圧又は第４の電圧に切り換えることを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項３】  請求項１又は２記載の液晶表示装置を搭
載したことを特徴する画像表示応用機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、動作中のＴＦＴの
ゲートに接続されていない隣のゲート線の電圧変化を用
いて、液晶表示素子に印加される電圧を補償するように
駆動する形式のアクティブマトリクス型液晶表示装置に
おいて、補償電圧切替え機能によって、一部分の画像表
示を入力画像データの変更なしに点滅表示することを可
能にする液晶表示装置と、この液晶表示装置を搭載した
画像表示応用機器に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置として、表示画素をマトリ
クス状に配列し、各表示画素をスイッチング素子で駆動
するアクティブマトリクス型液晶表示装置が広く用いら
れている。アクティブマトリクス型液晶表示装置では、
同一行の画素に取り付けられた全スイッチング素子の制
御入力をオンし、この行の各表示画素に表示データに応
じた印加電圧を与えて行単位に画像を表示する。このよ
うな行単位の画像表示を全ての行について順次行うこと
で、全画面を表示する。
【０００３】ここでアクティブマトリクス型液晶表示装
置において、表示画像の画質、液晶パネルの信頼性の改
善方法、駆動電力の低減方法等について、従来の方法を
説明する。
【０００４】図２は液晶表示装置における液晶パネルの
電気的構成を示す等価回路と各ドライバとの関係を示す
ブロック図である。図２において表示画素のスイッチン
グ素子として薄膜トランジスタ（以下、ＴＦＴという）
１０１が各画素位置、即ちマトリクス位置（ｉ，ｊ）に
形成されている。ＴＦＴ１０１は制御出力端子としての
ドレイン（Ｄ）と、第１の制御入力端としてのゲート
（Ｇ）と、第２の制御入力端としてのソース（Ｓ）とを
有している。
【０００５】各画素の表示材料として液晶表示素子（液
晶セル）１０２が用いられる。補助容量１０３は液晶表
示素子１０２に蓄積された画像電圧の低下を抑制するた
めに設けられたコンデンサである。水平方向信号線１０
４は走査ラインに対して線順次走査を行うため、選択走
査信号を供給する信号線であり、ｎ本のゲート線（走査
ライン線）Ｘ1 ～Ｘn と１本の補助容量用ライン線Ｘ0 
とを有している。
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【０００６】ソース線１０５は画素データに対応した電
圧を供給する垂直方向信号線であり、ｍ本のソース線Ｓ
1 ～Ｓm を有している。対向電極１０６は液晶表示素子
１０２に基準となる電圧Ｖcom を供給するための電極で
あり、全て（ｎ×ｍ個）の液晶表示素子１０２の片側に
接続されている。
【０００７】ゲートドライバ１０７は線順次走査を行う
ための走査信号を各水平方向信号線１０４に供給する駆
動回路である。ソースドライバ１０８は各ソース線１０
５に画素信号を供給する駆動回路である。このように、
１組のＴＦＴ１０１と液晶表示素子１０２と補助容量１
０３から１個の表示画素１１０が形成され、ｎ×ｍ個の
表示画素１１０からアクティブマトリクス型の液晶パネ
ル１１１が構成される。
【０００８】水平方向信号線１０４及びソース線１０５
はマトリクス状に形成され、ＴＦＴ１０１のソース端子
はソース線１０６に接続され、ドレイン端子は液晶表示
素子１０２及び補助容量１０３の一方の端子に接続され
ている。ＴＦＴ１０１の導通、即ち走査線の選択は、ゲ
ート端子に接続された水平方向信号線１０４の信号によ
り制御される。また、補助容量１０３の他方の端子は、
マトリクス位置（ｉ，ｊ）のゲート線Ｘi より一つ前の
ゲート線Ｘi-1 に接続されている。尚、１≦ｉ≦ｎ、１
≦ｊ≦ｍとする。
【０００９】画像表示を行うには、ゲートドライバ１０
７より選択された水平方向信号線１０４を介して各ＴＦ
Ｔ１０１のゲート端子に選択走査電圧を供給するととも
に、ソースドライバ１０８より各ソース線１０５を介し
て各ＴＦＴ１０１のソース端子に画素データに対応した
信号電圧を供給する。その結果、選択された水平方向信
号線１０４上のｍ個のＴＦＴ１０１は一斉にオン状態と
なり、各液晶表示素子１０２と各補助容量１０３に画素
データに対応した信号電圧が印加される。即ち、液晶表
示素子１０２には、画素データに対応した信号電圧Ｖs 
と、対向電極１０６に供給されている対向電圧Ｖcom と
の電位差に相当する駆動電圧Ｖp が画像情報として印加
される。
【００１０】ＴＦＴ１０１がオフ状態になってからも、
その画像情報は次の画像情報が入力されるまでの１フィ
ールド期間にわたって保持される。このような動作原理
により、アクティブマトリクス型液晶表示装置は、コン
トラストが良く、優れた表示品質の画像を表示すること
ができる。
【００１１】図３及び図４は液晶表示装置における従来
の駆動タイミングと、選択走査電圧の波形とを示す波形
図である。以下の説明では、図２のゲートドライバ１０
７は水平方向信号線１０４をＸ1 からＸn の方向に順に
走査し、ソースドライバ１０８は１水平方向走査（１
Ｈ）毎に液晶表示素子１０２に印加する信号電圧の極性
を反転させる。
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【００１２】図２の細線で囲まれたマトリクス位置
（ｉ，ｊ）の表示画素１１０に印加される電圧について
説明する。マトリクス位置（ｉ，ｊ）における画像表示
は、ゲート線Ｘi 、ゲート線Ｘi-1 、ＴＦＴ１０１、ソ
ース線Ｓj 、液晶表示素子１０２、及び補助容量１０３
の各状態に依存する。液晶表示素子１０２はＣlcの容量
を持ち、補助容量１０３はＣstの容量を持つとする。液
晶表示素子１０２の対向電圧をＶcom とし、液晶表示素
子１０２の反対側の端子電位、即ちＴＦＴ１０１のドレ
イン電圧をＶlcとすると、表示される画像情報はＶlcと
Ｖcom の電位差である駆動電圧Ｖp で決定される。ドレ
イン電圧Ｖlcは、ＴＦＴ１０１がオン状態のときはソー
ス線Ｓj の電位Ｖsjと液晶表示素子１０２の容量Ｃlc及
び補助容量Ｃstとその充電時間とから決定される。ＴＦ
Ｔ１０１がオフ状態のときの電位Ｖlcは、液晶表示素子
１０２の容量Ｃlcや、補助容量Ｃst及びＴＦＴ１のゲー
トとドレインの寄生容量Ｃgdの容量比で決まる。
【００１３】ここでＴＦＴのゲート電圧（選択走査電
圧）を次のように定義する。即ち、ＴＦＴが充分オンす
る第１の電圧をＶgon とし、ＴＦＴがオフする第２の電
圧をＶgoffとし、Ｖgoffより更に低い第３の電圧をＶe-
とし、ＴＦＴがオフ状態であり、Ｖgoffより高い第４の
電圧をＶe+とする。又第３の電圧及び第４の電圧を補償
電圧と呼ぶ。
【００１４】水平方向信号線１０４の電圧は、図３及び
図４のＸi-1 、Ｘi の波形図に示すように、第１の電圧
～第４の電圧のいずれかに変化する。第４の電圧Ｖe+は
後述する補償電圧の正側の電圧であり、第３の電圧Ｖe-
は補償電圧の負側の電圧である。水平方向信号線１０４
の電圧が第４の電圧Ｖe+と、第３の電圧Ｖe-のときはい
ずれもＴＦＴ１０１はオフ状態になっている。１水平方
向走査毎に液晶表示素子１０２の極性を反転させて駆動
する場合、走査するゲート線Ｘi と、１走査前のゲート
線Ｘi-1 に印加する電圧は、図３又は図４に示すいずれ
かの状態に変化する。
【００１５】図３及び図４において、時刻ｔ0 はゲート
線Ｘi にＶgon が印加され、ゲート線Ｘi に接続されて
いるＴＦＴ１０１がオン状態になるタイミングである。
時刻ｔ1 はゲート線Ｘi にＶe-が印加され、ＴＦＴ１０
１がオフ状態になるタイミングである。時刻ｔ2 は次の
ゲート線Ｘi+1 にＶgon が印加され、ゲート線Ｘi+1に
接続されているＴＦＴ１０１がオンすると同時に、ゲー
ト線Ｘi にＶe+又はＶe-が印加されるタイミングであ
る。時刻ｔ3 はゲート線Ｘi にＶgoffが印加され、次の
ゲート線Ｘi の補償電圧の印加終了を示すタイミングで
ある。図中の期間Ｔa はゲート線Ｘi に接続されている
ＴＦＴ１０１のオン期間を示す。期間Ｔbはゲート線Ｘi
 に接続されているＴＦＴ１０１をオフ状態にし、補償
電圧を印加するまでの前期間を示す。期間Ｔc は次のゲ
ート線への補償電圧の印加期間を示す。
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【００１６】ゲート線Ｘi に第１の電圧Ｖgon が印加さ
れているとき、ゲート線Ｘi に接続されているＴＦＴ１
０１はオン状態になり、液晶表示素子の容量Ｃlcと補助
容量Ｃstはソース線Ｓj から印加される電位Ｖsjまで充
電される。従って、ドレイン電位ＶlcはＳj から印加さ
れる電位Ｖsjへと変化する。図３及び図４に示すよう
に、時刻ｔ1 でゲート線Ｘi が第３の電圧Ｖe-となる
と、ＴＦＴ１０１はオフ状態となり、ドレイン電位Ｖlc
は画素容量Ｃlcと補助容量Ｃstと寄生容量Ｃgdの容量比
で決まる電位に変化する。液晶表示素子１０２の容量Ｃ
lcと補助容量Ｃstは、寄生容量Ｃgdに比べて大きいた
め、オフ状態におけるＶlcの電位はゲート線Ｘi の電位
の変化より、ゲート線Ｘi-1 の変化による成分が支配的
となる。
【００１７】例えば図３では、ゲート線Ｘi の電位がＶ
e-である期間Ｔb では、ゲート線Ｘi-1 の電位もＶe-で
ある。時刻ｔ2 でゲート線Ｘi-1 の電位は第２の電圧Ｖ
goffに上がるので、Ｖlcの電位はＴＦＴ１がオン状態の
ときにソースＳj+1 から供給された信号電圧より更に上
がることになる。一方、図４の場合、ゲート線Ｘi の電
位が第３の電圧Ｖe-である期間Ｔb では、ゲート線Ｘi-
1 の電位は第４の電圧Ｖe+である。時刻ｔ2 でゲート線
Ｘi-1 の電位は第２の電圧Ｖgoffに下がるので、Ｖlcの
電位はＴＦＴ１０１がオン状態の場合にソース線Ｓj か
ら供給された信号電圧Ｖsjより更に下がることになる。
【００１８】このように、ゲート線Ｘi-1 の期間Ｔc の
電位は補償電圧と呼ばれ、Ｖlcの電位としてソースＳか
ら供給される信号電圧Ｖs を更に補う効果がある。即
ち、ソース線１０５から供給される電圧振幅に対して、
更に広い範囲の信号電圧を液晶表示素子１０２に印加す
ることができる。この水平方向信号線１０４のＴＦＴが
オン状態となる期間の次の１水平走査期間Ｔc を補償電
圧印加期間と呼ぶ。
【００１９】このような水平方向信号線１０４の電圧を
ＴＦＴ１０１に供給するため、例えば図３及び図４の上
部に示すように、走査タイミング信号ＧＣＬＫ、制御信
号ＧＶＥ、制御信号ＧＯＦＦを用いてゲートドライバ１
０８を制御するようにしている。走査タイミング信号Ｇ
ＣＬＫは、水平方向信号線１０４の走査タイミングを指
示する信号である。制御信号ＧＶＥは、走査対象の水平
方向信号線１０４の電位を第１の電圧Ｖgon から第３の
電圧Ｖe-に変化させる制御信号である。制御信号ＧＯＦ
Ｆは、全ての水平方向信号線１０４の電位を無条件に第
２の電圧Ｖgoffにする制御信号である。信号ＧＶＥと信
号ＧＯＦＦを補償電圧選択信号ＳＶＣと呼ぶ。
【００２０】
【発明が解決しようとする課題】本来の画像データ、即
ち液晶セルに対する駆動電圧を異なる電圧に変換し、各
画素の補色となる駆動電圧を間欠的に出力することを画
面点滅と呼ぶ。図２に示すような従来の液晶パネル１１
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7
１の方式で画面点滅を行う場合には、数フレームは従来
の画像データ、それに続く数フレームは画像データを補
色データに変換したデータとして、液晶パネル１１１に
入力される時点で修正して供給する必要がある。
【００２１】特に、液晶パネルの上部や下部といった一
部分の表示のみを点滅表示する場合には、更に画像デー
タの一部分のみ補色表示としたデータを用意するといっ
た特殊な変換作業が必要となる。このため液晶パネルへ
の出力回路に新たな回路を追加する必要が生じる。ま
た、変換に要する回路をグラフィックプロセッサに追加
する必要があるため、面積増加によるコストデメリット
が発生するという問題が生じる。
【００２２】本発明は、このような従来の問題点に鑑み
てなされたものであり、現在動作中のＴＦＴのゲートに
接続されていない隣のゲート線の電圧変化を用いて、液
晶表示素子に印加される電圧を補償する。そして補償電
圧切替え機能によって、一部分の画像表示を入力画像デ
ータの変更なしに点滅表示できるようにした液晶表示装
置と、このような液晶表示装置を搭載した画像表示応用
機器とを実現することを目的とする。
【００２３】
【課題を解決するための手段】本願の請求項１の発明
は、画像信号を液晶パネルに表示する液晶表示装置であ
って、画素単位で水平方向及び垂直方向に配置された複
数の画素電極と、前記複数の画素電極と対向する透明基
板面に形成された対向電極と、前記画素電極と前記対向
電極に挟持された液晶セルと、前記画素電極に接続され
た制御出力端、選択走査信号が入力される第１の制御入
力端、画像信号が与えられる第２の制御入力端を有し、
第１～第ｎ走査線及び第１～第ｍの画素列のマトリクス
位置に配置されたｎ×ｍ個のスイッチング素子と、第１
～第ｎ走査位置の前記スイッチング素子において同一走
査位置の前記ｍ個の第１の制御入力端に夫々接続された
ｎ本の走査線、及び第１走査線の前段に設けられた１本
の補助容量駆動用走査線を含む（ｎ＋１）本の水平方向
走査線と、第１～第ｎ走査位置の前記スイッチング素子
において同一垂直位置の前記ｎ個の第２の制御入力端に
夫々接続されたｍ本の画像信号線と、マトリクス位置
（ｉ，ｊ）（１≦ｉ≦ｎ，１≦ｊ≦ｍ）の画素における
前記スイッチング素子の制御出力端、及び（ｉ－１）走
査線との間に形成された補助容量と、前記複数の走査線
に選択走査信号を出力する走査線駆動回路と、前記複数
の画像信号線に夫々の画素に対応した画像信号を出力す
る画像信号駆動回路と、を具備し、前記走査線駆動回路
の選択走査信号として、前記スイッチング素子が充分導
通する信号レベルを第１の電圧とし、前記スイッチング
素子が遮断する信号レベルを第２の電圧とし、前記第２
の電圧より低い信号レベルを第３の電圧とし、前記スイ
ッチング素子を遮断し、前記第２の電圧よりも高い信号
レベルを第４の電圧とし、補償電圧選択信号ＳＶＣによ
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り、前記第３又は第４の電圧を選択した電圧を補償電圧
と呼ぶとき、入力画像信号を前記液晶パネルに表示する
場合、前記画像信号駆動回路は夫々の画像信号線の画素
データに対応した画像信号を前記画像信号線に出力し、
前記走査線駆動回路が順次走査の選択走査信号Ｖxi（ｉ
は１～ｎの数）を前記走査信号線Ｘi に出力するとき、
当該水平期間ｉの出力期間Ｔa に前記第１の電圧を出力
し、水平期間ｉ＋１、ｉ＋２の出力期間２Ｔc に前記補
償電圧を出力し、水平期間ｉ＋３以降は前記第２の電圧
を出力すると共に、前記走査線駆動回路が順次走査の選
択走査信号Ｖxi-1を前記走査信号線Ｘi-1 に出力すると
き、当該水平期間ｉ－１の出力期間Ｔa に前記第１の電
圧を出力し、水平期間ｉ、ｉ＋１の出力期間２Ｔc に前
記補償電圧を出力し、水平期間ｉ＋２以降は前記第２の
電圧を出力し、１水平期間毎に前記液晶セルの駆動電圧
の極性を反転させるとき、前記補償電圧を前記駆動電圧
の極性に応じて前記第３の電圧又は第４の電圧に切り換
えることを特徴とする。
【００２４】本願の請求項２の発明は、画像信号を液晶
パネルに表示する液晶表示装置であって、画素単位で水
平方向及び垂直方向に配置された複数の画素電極と、前
記複数の画素電極と対向する透明基板面に形成された対
向電極と、前記画素電極と前記対向電極に挟持された液
晶セルと、前記画素電極に接続された制御出力端、選択
走査信号が入力される第１の制御入力端、画像信号が与
えられる第２の制御入力端を有し、第１～第ｎ走査線及
び第１～第ｍの画素列のマトリクス位置に配置されたｎ
×ｍ個のスイッチング素子と、第１～第ｎ走査位置の前
記スイッチング素子において同一走査位置の前記ｍ個の
第１の制御入力端に夫々接続されたｎ本の水平方向走査
線と、前記水平方向走査線と交互の位置に設けられたｎ
本の補助容量駆動用走査線と、第１～第ｎ走査位置の前
記スイッチング素子において同一垂直位置の前記ｎ個の
第２の制御入力端に夫々接続されたｍ本の画像信号線
と、マトリクス位置（ｉ，ｊ）（１≦ｉ≦ｎ，１≦ｊ≦
ｍ）の画素における前記スイッチング素子の制御出力端
と前記第ｉの補助容量駆動用走査線との間に形成された
補助容量と、前記複数の走査線に選択走査信号を出力す
る走査線駆動回路と、前記複数の画像信号線に夫々の画
素に対応した画像信号を出力する画像信号駆動回路と、
を具備し、前記走査線駆動回路の選択走査信号として、
前記スイッチング素子が充分導通する信号レベルを第１
の電圧とし、前記スイッチング素子が遮断する信号レベ
ルを第２の電圧とし、前記第２の電圧より低い信号レベ
ルを第３の電圧とし、前記スイッチング素子を遮断し、
前記第２の電圧よりも高い信号レベルを第４の電圧と
し、補償電圧選択信号ＳＶＣにより、前記第３又は第４
の電圧を選択した電圧を補償電圧と呼ぶとき、入力画像
信号を前記液晶パネルに表示する場合、前記画像信号駆
動回路は夫々の画像信号線の画素データに対応した画像
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9
信号を前記画像信号線に出力し、前記走査線駆動回路が
順次走査の選択走査信号Ｖxi（ｉは１～ｎの数）を前記
走査信号線Ｘi に出力するとき、当該水平期間ｉの出力
期間Ｔa に前記第１の電圧を出力し、水平期間ｉ＋１、
ｉ＋２の出力期間２Ｔc に前記補償電圧を出力し、水平
期間ｉ＋３以降は前記第２の電圧を出力すると共に、前
記走査線駆動回路が順次走査の選択走査信号Ｖxi-1を前
記走査信号線Ｘi-1 に出力するとき、当該水平期間ｉ－
１の出力期間Ｔa に前記第１の電圧を出力し、水平期間
ｉ、ｉ＋１の出力期間２Ｔc に前記補償電圧を出力し、
水平期間ｉ＋２以降は前記第２の電圧を出力し、１水平
期間毎に前記液晶セルの駆動電圧の極性を反転させると
き、前記補償電圧を前記駆動電圧の極性に応じて前記第
３の電圧又は第４の電圧に切り換えることを特徴とす
る。
【００２５】本願の請求項３の画像表示応用機器は、請
求項１又は２記載の液晶表示装置を搭載したことを特徴
する。
【００２６】
【発明の実施の形態】本発明の実施の形態における液晶
表示装置とその駆動方法について、図面を参照しつつ説
明する。図１は本実施の形態の液晶表示装置における液
晶パネルの電気的構成を示す等価回路及びドライバの関
係を示すブロック図である。但し、本図では水平ライン
でのＦＲ制御のオン／オフ状態も示している。図１にお
いて表示画素のスイッチング素子としてＴＦＴ１が各画
素位置、すなわちマトリクス位置（ｉ，ｊ）に形成され
ている。ＴＦＴ１は制御出力端子としてのドレイン
（Ｄ）と、第１の制御入力端としてのゲート（Ｇ）と、
第２の制御入力端としてのソース（Ｓ）とを有してい
る。
【００２７】各画素の表示材料として液晶表示素子（液
晶セル）２が用いられる。補助容量３は液晶表示素子２
に蓄積された画像電圧の低下を抑制するために設けられ
たコンデンサである。水平方向信号線４は走査ラインに
対して線順次走査を行うため、選択走査信号を供給する
信号線であり、ｎ本のゲート線（走査ライン線）Ｘ1～
Ｘn と１本の補助容量用ライン線Ｘ0 を有している。
【００２８】ソース線５は画素データに対応した電圧を
供給する垂直方向信号線であり、ｍ本のソース線Ｓ1 ～
Ｓm を有している。対向電極６は液晶表示素子２に基準
となる電圧Ｖcom を供給するための電極であり、全ての
（ｎ×ｍ個）の液晶表示素子２の片側に接続されてい
る。
【００２９】ゲートドライバ７は線順次走査を行うため
の走査信号を各水平方向信号線４に供給する駆動回路で
ある。ソースドライバ８は各ソース線５に画素信号を供
給する駆動回路である。このように、１組のＴＦＴ１と
液晶表示素子２と補助容量３から１個の表示画素１０が
形成され、ｎ×ｍ個の表示画素１０からアクティブマト
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リクス型の液晶パネル１１が構成される。
【００３０】水平方向信号線４及びソース線５はマトリ
クス状に形成され、ＴＦＴ１のソース端子はソース線６
に接続され、ドレイン端子は液晶表示素子２及び補助容
量３の一方の端子に接続されている。ＴＦＴ１の導通、
即ち走査線の選択はゲート端子に接続された水平方向信
号線４の信号により制御される。また、補助容量３の他
方の端子は、当該マトリクス位置（ｉ，ｊ）のゲート線
Ｘi より一つ前のゲート線Ｘi-1 に接続されている。
尚、１≦ｉ≦ｎ、１≦ｊ≦ｍとする。
【００３１】画像表示を行うには、ゲートドライバ７よ
り選択された水平方向信号線４を介して各ＴＦＴ１のゲ
ート端子に選択走査信号を供給するとともに、ソースド
ライバ８より各ソース線５を介して各ＴＦＴ１のソース
端子に画素データに対応した信号電圧を供給する。その
結果、選択された水平方向信号線４上のｍ個のＴＦＴ１
は一斉にオン状態となり、各液晶表示素子２と各補助容
量３に画素データに対応した信号電圧が印加される。即
ち、液晶表示素子２には、画素データに対応した信号電
圧Ｖs と、対向電極６に供給されている対向電圧Ｖcom 
との電位差に相当する駆動電圧Ｖp が画像情報として印
加される。ＴＦＴ１がオフ状態になってからも、その画
像情報は次の画像情報が入力されるまでの１フィールド
期間にわたって保持される。
【００３２】ゲートドライバ７とソースドライバ８とに
関しては、その駆動方法が従来例と異なる。従って以下
では、液晶パネル１１の構造説明は省略し、図３及び図
４に示す従来の駆動方法と比較しながら、図５～図８を
用いてゲートドライバ７とソースドライバ８の動作を中
心に説明する。
【００３３】ゲートドライバ７は、走査タイミング信号
ＧＣＬＫ、第一の制御信号ＧＶＥ、第２の制御信号ＧＯ
ＦＦ、第３の制御信号ＦＲに基づいて、ゲート線をＸ1 
からＸn の方向に順に走査するための選択走査信号を出
力する。選択走査信号としてＴＦＴが充分導通する信号
レベルを第１の電圧とし、ＴＦＴが遮断する信号レベル
を第２の電圧とし、第２の電圧より低い信号レベルを第
３の電圧とし、ＴＦＴが遮断し、第２の電圧よりも高い
信号レベルを第４の電圧とする。また補償電圧選択信号
ＳＶＣにより、第３又は第４の電圧を選択した電圧を補
償電圧と呼ぶ。ゲートドライバ７は、順次走査の選択走
査信号Ｖxi（ｉは１～ｎの数）を走査信号線Ｘi に出力
するとき、当該水平期間ｉの出力期間Ｔa に第１の電圧
を出力し、水平期間ｉ＋１、ｉ＋２の出力期間２Ｔc に
補償電圧を出力し、水平期間ｉ＋３以降は第２の電圧を
出力する。またゲートドライバ７は、順次走査の選択走
査信号Ｖxi-1を走査信号線Ｘi-1 に出力するとき、当該
水平期間ｉ－１の出力期間Ｔa に第１の電圧を出力し、
水平期間ｉ、ｉ＋１の出力期間２Ｔc に補償電圧を出力
し、水平期間ｉ＋２以降は第２の電圧を出力する。そし
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11
て１水平期間毎に液晶セルの駆動電圧の極性を反転させ
るとき、補償電圧を駆動電圧の極性に応じて第３の電圧
又は第４の電圧に切り換える。このときゲートドライバ
７は第３の制御信号ＦＲのオン状態（アサート）又はオ
フ状態（ネゲート）に応じて、補償電圧の電圧を切り換
える。
【００３４】次に図５～図８を用いて画素に印加される
電圧の状態遷移について説明する。まず、図５は図１に
示した表示画素１０のソース線５から入力される電圧が
高振幅であり、ＦＲ信号がオフ時の状態遷移を示してい
る。図５のＸi はゲート線Ｘi に印加されている電圧波
形を示し、Ｘi-1 はゲート線Ｘi-1 に印加されている電
圧波形を示している。まずタイミングｔa0はゲート線Ｘ
i の選択走査信号の立ち上がりのタイミングであり、こ
のｔa0で１フレーム前にゲート線Ｘi に印加され、表示
画素１０に保持されていた電圧が解除され、前フレーム
と位相の異なる電圧が印加される。
【００３５】ｔa1のタイミングでは、液晶表示素子２の
容量Ｃlc、前段のゲート線Ｘi-1 との間の補助容量３、
ゲートドレイン間の容量Ｃgdによって一意的に決定され
る電圧分だけ電位降下が起こる。この現象は所謂つき抜
け現象として知られる（以下、つき抜け電位と記述す
る）。
【００３６】更にタイミングｔa2ではゲートオフ電位に
ゲート線Ｘi-1 の電位が下がるため、補助容量３を経由
し、Ｖe+に比例した電圧分だけ電圧降下が生じる。以
降、ｔa3のタイミングで示される次のフレームでは、逆
位相の液晶印加電圧がかかることとなる。以上の動作に
より、ＦＲ信号のオフ時にはフレーム毎の液晶印加電圧
の交流化を行われる。
【００３７】次に図６に示すようにＦＲ信号がオンされ
た場合の動作を説明する。図中のタイミングｔa0は、図
５と同様にゲート線Ｘi の立ち上がりのタイミングを示
しており、このｔa0で１フレーム前にゲート線Ｘi に印
加され、表示画素１０に保持されていた電圧が解除さ
れ、前フレームと位相の異なる電圧が印加される。
【００３８】ｔa1のタイミングでは図５の場合と同様に
つき抜け電位だけ電位降下が起こる。更に、タイミング
ｔa2ではゲートオフ電位にゲート線Ｘi-1 の電位が上が
るため、補助容量３を経由し、Ｖe-分に相当する電圧上
昇が生じる。
【００３９】以上の動作により、前フレームの信号に比
べて、ＦＲ信号のオン時にはソース側から供給される電
圧に比べて、低振幅の電圧が印加されることとなる。以
降、ソース線から印加される電圧が高振幅であっても、
低振幅の電圧が液晶表示素子２に印加され、交流化が行
われることとなる。
【００４０】同様にソース線を通じて低振幅の液晶印加
電圧が加わる場合の動作を、図７及び図８を用いて説明
する。図７は図１に示した表示画素１０の液晶表示素子
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２にソースラインから入力される電圧が低振幅であり、
ＦＲ信号がオフ状態の状態遷移を示している。
【００４１】図中のＸi はゲート線Ｘi に印加され電圧
波形を示している。また、Ｘi-1 はゲート線Ｘi-1 に印
加されている電圧波形を示している。まず、図中のタイ
ミングｔa0は、ゲート線Ｘi の立ち上がりのタイミング
を示しており、このｔa0で１フレーム前にゲート線Ｘi 
に印加され、表示画素１０に保持されていた電圧が解除
され、前フレームと位相の異なる電圧が印加されること
となる。
【００４２】ｔa1のタイミングでは、図５の場合と同様
につき抜け電位だけ電位降下が起こる。更にタイミング
ｔa2では、ゲートオフ電位にゲート線Ｘi-1 の電位が下
がるため、補助容量３を経由し、Ｖe+分に相当する電圧
降下が生じる。以降ｔa3のタイミングで示される次のフ
レームでは、逆位相の液晶印加電圧がかかることとな
る。以上の動作により、ＦＲ信号ネゲート時にはフレー
ム毎の液晶印加電圧の交流化が行われる。
【００４３】次に図８に示すように、ＦＲ信号がオフ状
態の動作を説明する。図中のタイミングｔa0は、図７と
同様にゲート線Ｘi の立ち上がりのタイミングを示して
いる。このｔa0で１フレーム前にゲート線Ｘi に印加さ
れ、表示画素１０に保持されていた電圧が解除され、前
フレームと位相の異なる電圧が印加されることとなる。
【００４４】ｔa1のタイミングでは、図５の場合と同様
につき抜け電位だけ電位降下が起こる。更に、タイミン
グｔa2ではゲートオフ電位にゲート線Ｘi-1 の電位が上
がるため、補助容量３を経由し、Ｖe-分に相当する電圧
上昇が生じる。以上の動作により、前フレームの信号に
比べて、ＦＲ信号のオン時にはソース側から供給される
電圧に比べて、高振幅の電圧が印加される。以降、ソー
ス線から印加される電圧が低振幅であっても、低振幅の
電圧が液晶表示素子２に印可され、交流化が行われるこ
ととなる。尚、ＦＲ制御については、奇数フレーム、偶
数フレームでの状態が逆となっていてもよい。
【００４５】以上の実施の形態においては、補助容量が
補償電圧を駆動する走査線の前段の走査線との間に形成
されることを前提とした説明を行った。しかし、図９に
示すように、補助容量駆動用走査線を別途設けた液晶パ
ネルにおいて、この補助容量駆動用走査線から出力され
る補償電圧を第３の制御信号ＦＲによって制御する構成
としてもよい。
【００４６】図９に示す液晶表示装置は、スイッチング
素子２０１、液晶表示素子２０２、補助容量２０３、水
平方向信号線２０４、垂直方向信号線２０５、対向電極
２０６、表示画素２１０、水平方向補償電圧信号線２１
２を含む液晶パネル２１１と、ゲートドライバ２０７
と、ソースドライバ２０８とを有している。水平方向補
償電圧信号線２１２が補助容量駆動用走査線として設け
られること以外は、図１に示す液晶表示装置と同一であ
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る。
【００４７】この液晶パネル２１１には、第１～第ｎ走
査位置のスイッチング素子２０１において、同一走査位
置のｍ個の第１の制御入力端に夫々接続されたｎ本の水
平方向走査線Ｘ1 ～Ｘn と、水平方向走査線と交互の位
置に設けられたｎ本の補助容量駆動用走査線Ｘe1～Ｘen
とが形成されている。そしてマトリクス位置（ｉ，ｊ）
（１≦ｉ≦ｎ，１≦ｊ≦ｍ）のスイッチング素子２０１
の制御出力端と第ｉの補助容量駆動用走査線Ｘi との間
に補助容量２０３が形成される。ゲートドライバ２０７
とソースドライバ２０８の動作については、水平方向補
償電圧信号線２１２を用いること以外は図１に示すもの
と同一あるので、この構成の液晶表示装置の駆動方法に
ついては説明を省略する。
【００４８】以上のように制御信号ＦＲにより、ソース
線に印加される信号電圧の極性と反極性の補償電圧を印
加することが可能となる。このように反極性の補償電圧
を印加した場合、液晶表示素子２に印加される電圧は制
御信号ＦＲがオフ状態の場合に対し、補色の印加電圧に
相当するものとなる。この電圧を補色電圧と呼ぶ。
【００４９】ゲート線の特定ラインに対し、制御信号Ｆ
Ｒをオンにすることで、特定水平ラインのみ補色電圧を
印加することが可能となる。図１及び図９では奇数フレ
ームでは、第０ライン及び第１ライン並びに第ｎ－１ラ
イン及び第ｎラインはＦＲ制御信号がオンであり、他の
ラインはオフとしている。また偶数フレームでは全ライ
ンでＦＲ制御信号をオフとする。
【００５０】このように制御信号ＦＲを数フレーム期間
毎にオン／オフすることで、特定の水平ラインのみに対
して、液晶表示素子２への印加電圧を補色電圧とノーマ
ル電圧との切替を行うことができる。こうして特定水平
ラインのみの点滅表示を行うことが可能となる。
【００５１】以上のような液晶表示装置を情報携帯端末
機器を含む画像表示応用機器に用いることができる。ソ
ースドライバは一般にその回路構成が複雑であり、市場
で最もよく利用される形式でＬＳＩ化されている。この
ため、画像表示応用機器において補色を用いた点滅表示
を行うには、多大な労力と費用を伴うＬＳＩの設計変更
を必要とする。しかし本発明のような駆動方式を用いる
ことにより、本来回路規模の小さいゲートドライバに対

14
して新たな制御信号を追加するだけで、上記の機能が実
現される。このような方式は、小型の情報携帯端末機器
の仕様変更には適している。
【００５２】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
従来に比べて制御信号ＦＲを用いた補償電圧切替え制御
を行うことで、画面の一部分の画像表示を入力画像デー
タの変更なしに点滅表示することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施の形態（その１）における液晶表示パネ
ルの等価回路図
【図２】従来例の液晶表示パネルの等価回路図
【図３】従来例の液晶表示装置における駆動方法を示す
信号波形図（その１）
【図４】従来例の液晶表示装置における駆動方法を示す
信号波形図（その２）
【図５】本実施の形態の液晶表示装置における駆動方法
を示す信号波形図（その１）
【図６】本実施の形態の液晶表示装置における駆動方法
を示す信号波形図（その２）
【図７】本実施の形態の液晶表示装置における駆動方法
を示す信号波形図（その３）
【図８】本実施の形態の液晶表示装置における駆動方法
を示す信号波形図（その４）
【図９】本実施の形態（その２）における液晶表示パネ
ルの等価回路図
【符号の説明】
１，２０１  スイッチング素子（ＴＦＴ）
２，２０２  液晶表示素子
３，２０３  補助容量
４，２０４  水平方向信号線
５，２０５  垂直方向信号線（ソース線）
６，２０６  対向電極
７，２０７  ゲートドライバ
８，２０８  ソースドライバ
１０，２１０  表示画素
１１，２１１  液晶パネル
Ｔa   Ｖgon 印加期間
２Ｔc   補償電圧印加期間
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【図５】
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【図７】
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